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1`
手お の状況に応して.個別活動と集回霧
動を通宜組み合わせて放震後専デイサービ
ス計画を作成している

4 =,`メ
みられると,,||==の

“

●嬌し,い社口,φ Iロ
を,●てい,す .

支颯開始前には●員ilで必ず打合せをし.

その日行われる支慢の内容や役割分担に
ついて磁2している “

礼ヽ1●薇認しています.

,6
支援終了後には.職員間で必ず打合せを
し.その日行われた支援の振り返りを行tヽ .

気付いた点書を共有している

毎日.葉3'7■ |●苺
'■',i●ています.

氣●●や甕tがある01●は
'気

になも′―|,,●記0吹
いく●とを■■に同

"し
ています.

1,
日々の支援に関して正しe録をとることを
徹底し.東授の検証・改善につなげている

毎 日 .11日■●確認●

“
"0ています.

`魚
|●●●′―卜■■樹F,t“マ0_検底・0=|● ,

あています.

lg
定期的にモ=タリングを行い.放課後寄デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

ヽ期匈|● ■=,,ングを,い
0■ ,● 0し見it=,●てい
,,

遇
切
な
支
援

の
提

供

`!

ガイ イ́ンの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

1人 1人 |●

=わ
0た

“

み0わ
せを,●t卜ます .

■
■
■
■
目
■
■
■
】■
■
冒
■
■
■

■■

■
■
■
■
目
■
■

■
■
目
■
■
■

査
=塗

m_」皇  L且 三錮 菫 __」」Iヒ22=■_E=晏L昼

放摯後等デイサービス事彙所における自己評価結果 (公表,

チェック項 目

燭

娘

・
，

Ｈ

理

■

4

4

4

4

4

4

4

11 4

12

4

15 4

4

4

4

4



||■ ●||
●
^●

● いいえ

4 児● え■ ●,■ ,●
`,`● "

障習児相談支曖子桑所のサービス担当者
会肇にその子どもの状況に籍通した最もふ

さわしい者が,画している

■t●逮僣,1●サ
".■"兄菫0子 ,薇

=,戌
しH●

とよ青.睾

“

0■
=0112,ヽ 日●●ていすす.

,機ヽ定,ブ ,,ス タリ●,`●

=燿
してい ■ヽ

21

受校との情報共有 .年間計画.行■予定等
の交換.子どもの下技時刻の確認等^連絡
」奎■ 理時の対応.ト ラブル発生時の連
絡,を適切に,,つ ている

“

彗夏菫がい01ヽ .交 |,人れ

"|●

1マ 燿 ●ヽ 国

`●
えヽ22

医薇的ケアがあ勲 子どもを受け入れる場
合●.子どもの

=治
医帯と連積体制を受え

ている

駅学前に利用していた保斉所や幼稚園 .認
定ことも園.児■発遼支援事業所等との間
で1■報共有と相互理解に努あている

●■ス●|●情輻夫●●権=,撃 |■

"め

てい,す .

餃省児童|'いな,,tた 0●●てい●い.

厳彗兒ュれ 、る
"`・

で鮪 輻or量 ,■ .ていく.

学校を卒薬し.放課後等デイサー嵌 挙準
所から障害,■祉サービス事業所諄^移行す
る場合.それまでの支援内容等の1障を提
供する等している

“

H饉口0,●ている研
"|● ,節工 ていすす.

研修,●●
"で

,t.がた●晏|1女 H,丼oしていoま
す,日●コ

`ユ=,0,0,に
0し勁■を0いたうえ

て■πしてい●ます.

2,
児童発菫支援センターや発遠障害者支11セ
ン,一尊の専用機関と連携し.助書や研修
を受けている

放震後児童クうブや児童館との交流や.障
がいのない子ともと活動する機会がある

放諄姜●菫夕,プ

`あ
す用

刊巨0声薔|,ti● てい,
す.

`贅 =|●
,●●●が,4螢■

"'国 "|●

■錢0児菫

“をお澤0.交薇kしてい0たいと,います.

4 ■,,■2,
、地域自立支援,協議会

"^積
極的it参加

している

日頃から子どもの状況を保震者と伝え合
い.子どもの発速の状況や課題について失
通理解を持っている

4
燿

“"や
お燿ス

"|●

伝え.

`栞
時,● |=||● をヽ ●丼邊

奎

“

,日●ています.

tO●

“"●
しています.

震

薪

凛

屎

や

保

護

護

と

０
燿

槙

20
保護者の対応力の向上を図る観点から.保

護者に対してペアレンド+レー=ング等の支
援を行oている

栞わ隋0■鮒時期に餃嗚ι
て0・ よヽ ■

通営規尋.支授の内容.利用者魚世等につ

いてT撃な説明を行つている

`1

保護者がらの子育ての悩み等に対する相談
に適切に応じ.必要な助言と支授を行ってい

る
4 ヽ談,'あれ,`そ0"="

`●
ています.

,■.●錢富φ供滉

`,`が
,屎腱

`奎
0“置を0:,

してい●
=す

.
32

父母の会の活動を支糠したり.保願者会簿
を開催する等により.候麟奢同士の連整
支援している

●

"|`“
●して●

=し
た

襦談

“

ッ,スを,ユしてい
る.械ル●,人●があ●ば
迅逮t●ヽ苺0て い0.=3

子どもや保鰻者からの苦情について.対應
の体制を整備するとともに.子どもや保護者
|●周知し.苦情があつた場合に迅速かつ癒
切it対応している

3

毎

".奎
●,彙●し著勁●

2にています
,4

定期的に奎報等を発行し.活動概要や行亭
予定.連絡体制等の情報を子ともや傑麟者
に対して発信している

個人情報に十分注意している
写真■0発は離,● |●同t,
●ています

障がいのある子どもや保護者との意思の燎
通や脩輸伝逮のための配慮をしている =迎

●●お迎え薩,●F“
い,す

●●|● ,●●珈 ●方をお格
`し

て交表会をu:`して
い0たい

凛

頴

●^
＾
の

説

明

貰

住

書

事業所の行事に地球住民を招待する等地
域に開かれた事業■苦を図っている "多

●●口螢び■に増摯0
■供たちと0交流

■■

■■

||

■■

■

■■
■■

■

|
■■
■■
■■

■

チェック項目 は い 工夫している点
●口や疎0す^減 ■ ス●

u●内」来
"aO目

●

20

4

23 4

24

2 2

26 4

2`

4

00 4

2
0
∠

1

4

35 4

06 4

3, 3 1



はい
●,,,|●
●え

`●

いいえ 工夫している点
ロコや改●す

^●
●●

“

まえた
0●

"會
ヌ|,改

`員“

=3

緊急時対応マ=,ア ル.防犯マ=ユアル.議
彙症対応マニュアルを策定し.瞭員や保護
者に周知している

4
●
=ヽアル本を,蔵し●■1●

"知
してい,す .

`,

非常災薔の発生に備え.定期的に避饉.救
出その他必要な鱒雛 行つている

‐ヽ_●タイヤルti■ .

民雄
=`●

,■ |●て爵知して
,'t,.

■,口oぁ ,:,1饉■に鍼ta。点
`薔

o合 .て ,、 .

10
虐待を防止するため.撃員の研傷機会を確
保する等_適切な対応をしている “

や市●,,`0詢催してい0
研

"`●

摯

".,■
,■■て

丼●
●
",巨

嘔 ,お凛●■●M●■ ,● ていく

`,

どのような場合にやむを得ず身体檎東を行
うかについて.組饉y,1=決定し.子どもや保
護者に事前に十分に説明し7解都 た上
で.燎課後等デイサービス計固に記崚して
いる

自■ヽ.屎悽■0撻力で,,
て■■,方■,■会●兌足0
てい,す .

契|'".ヽ■

''レ
ク鋳|●保

ま■に

“

認を,●ています

凛,腱 ●え菫な0.
4晨挨彗え査1●は,娠 1●餃日し針日,,lt露

"し ',痣ていぐ

42
食物アレルギーのある子どもについて.医
師の指示●におづく対らがされている

聖

“

中 1餞 2●てい,, ヨ
`麟

」え菫な0.
,彗兄壼ホいた,そあ椰長ヽτしてOК

非

常

”

尊

の
対

応

4`
ヒヤリハット事例集を作成してこ業所内で共
有してtヽる

●彙所内で0ヒヤ,■ ′ヽ●
■を,ましは■マス,.

菫

“

●ことでtヒヤ,バ●11●●螢を表していくことをは負
,●同匈して,ヽ ,ます

】■
■
■

一■
■
■
■
■

・        ヽ

チエック項目

4

4

4

4


